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「
水
素
石
け
ん
」の
作
り
方

つ
ぎ
は 

「
水
素
石
け
ん
」 

が
ど
う
や
っ
て 

作
ら
れ
る
か
を 

説
明
す
る
わ
ね 

素材に驚く程
泡だつイギリス
直輸入の最高級
素地を使用。 
 

原料は多孔質で吸着力
が強く、活性水素を大量
に含ませるのに最適な
「サンゴ砂」。
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2 
特殊製法によりサンゴ砂の多孔質の
中に大量の活性水素を含ませます。 
 

そのサンゴ砂をナノテクノロジーを使って、 
水に溶けやすいナノパウダーに加工します。 
「水素サンゴパウダー」の完成です。 
 

「水素石けん」 
が完成！ 

厳
選
さ
れ
た
素
材
で

て
い
ね
い
に

つ
く
ら
れ
て
い
る
の
ね
！

水素ちゃんの「水素石けん」解説 
 

「
水
素
石
け
ん
」っ
て
な
に
？

お
肌
に
と
っ
て
、大
敵
な
の
が 

「
活
性
酸
素
」な
の 

そ
れ
を
ケ
タ
違
い
の 

パ
ワ
ー
で
退
治
す
る 

「
活
性
水
素
」を 

含
ん
だ
石
け
ん
が 

水
素
石
け
ん
な
の
よ 

こ
ん
に
ち
は
！ 

私
は
水
素
ち
ゃ
ん 

こ
れ
か
ら 

「
水
素
石
け
ん
」 

に
つ
い
て
の 

お
話
を
す
る
わ
ね 

つぎの 

「3つの特徴」 
が素肌を美しく 
変えていくのよ 

活性水素 
 

H－ 

覚えていてね！ 

お肌の細胞やお肌を支えるコラーゲンを傷つけて、 
シワやたるみを引き起こしたり、シミの原因となる 
メラニン色素を運び去る力を低下させる「活性酸素」。 
その活性酸素を退治してくれるお肌の救世主が 
「活性水素」。 
 

泡立ち抜群で、きめ細かく、綿菓子のようなもちも
ち泡。驚異の泡立ちで抗酸化水素をきめ細くお肌
に提供し、汚れを
強力に吸い取って
お肌を見違える
ほどきれいに。

「活性水素」はマイナス
電子の作用で皮膚細胞
を活性化。
細胞を若返えらせます。
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「
水
素
石
け
ん
」の
効
果

で
は
、 

水
素
石
け
ん
を 

試
し
て
み
て 

ど
ん
な
効
果
が 

あ
っ
た
か
を 

紹
介
す
る
わ
ね 

ど
う
で
し
た
？ 

皆
さ
ん
も 

「
水
素
石
け
ん
」で 

キ
レ
イ
に 

な
り
ま
し
ょ
う
ね 

 

 

脂
っ
ぽ
さ
が
取
れ
て
、 

さ
っ
ぱ
り
さ
わ
や
か
。 

お
肌
が
柔
ら
か
く
、 

透
明
感
が 

出
て
き
ま
し
た
。 

寝
不
足
で
も 

お
肌
が
張
り
を 

失
い
ま
せ
ん
。 

た
っ
ぷ
り
で
き
め
細
か
く
、 

も
ち
も
ち
の
泡
に 

び
っ
く
り
で
す
。 

背
中
の
ニ
キ
ビ
や 

ぶ
つ
ぶ
つ
も 

消
え
て
す
べ
す
べ
に
。 

乾
燥
し
て
も 

ク
リ
ー
ム
不
要
に 

な
り
ま
し
た
。 

お
肌
の
く
す
み
が
取
れ
て 

白
く
な
り
ま
し
た
。　 

お
肌
に
う
る
お
い
が
出
て
、 

張
り
、つ
や
、な
め
ら
か
さ
が
。 

街
で
は
息
子
と 

カ
ッ
プ
ル
に 

間
違
わ
れ
ま
し
た
。 

A
さ
ん
の
場
合 

B
さ
ん
の
場
合 

C
さ
ん
の
場
合 

※上記の記述は、あくまでも体験者の感想にもとずくものです。

 

 
 
 

 
「
水
素
石
け
ん
」の
使
い
方

つ
ぎ
は 

ど
う
や
っ
て 

使
え
ば
い
い
か
を 

説
明
す
る
わ
ね 

す
っ
ご
く

も
ち
も
ち
し
て

大
き
な
泡
！

ね
、 

カ
ン
タ
ン 

で
し
ょ
う
？ 

Tゾーン・あご・ほおの 
順序でマッサージを 

するように 
優しく洗いましょう。 
 

最後はぬるま湯で 
しっかりと 
洗います。 

石けんをぬるま湯か
お湯でぬらして、

軽くネットでこすります。

 

 

3 

1 

5 

4 

 

驚くほど
きめが細かく
クリーミーで
巨大な泡が。

2 
 

 

泡を手に取って
顔全体にのせます。



これが水素石けんの
秘密

　
「
こ
の
ご
ろ
肌
に
張
り
が
な
く
な
って
」「
めっ
き

り
小
ジ
ワ
が
増
え
て
」な
ど
、肌
の
衰
え
が
気
に
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

い
ま
女
性
た
ち
に「
永
遠
の
20
歳
肌
」を
よ
み

が
え
ら
せ
て
く
れ
る
と
評
判
な
の
が「
水
素
石
け

ん
」で
す
。お
や
、水
素
石
け
ん
と
聞
い
て
、「
そ
れ
っ

て
な
に
？
」と
首
を
か
し
げ
て
い
る
方
も
い
らっし
ゃ

る
よ
う
で
す
ね
。

　

水
素
石
け
ん
は
肌
の
救
世
主
と
い
わ
れ
る

「
活
性
水
素
」を
含
ん
だ
画
期
的
な
石
け
ん
で

す
。活
性
水
素
？
…
あ
れ
っ
、ま
た
も
聞
き
慣
れ

な
い
言
葉
が
登
場
し
ま
し
た
。女
性
に
と
って
大

き
な
悩
み
で
あ
る
肌
の
衰
え
、そ
の
最
大
の
原
因

が
活
性
酸
素
で
あ
り
、そ
の
活
性
酸
素
を
退
治

す
る
の
が
活
性
水
素
な
の
で
す
。

水
素
石
け
ん
に
は

「
活
性
水
素
」が
含
ま
れ
て
い
る

こ
れ
が
い
ま
話
題
の

「
水
素
石
け
ん
」！

第
1
章

2



　
「
酸
化
」は
物
質
の
電
子
を
奪
って
さ
び
さ
せ

て
し
ま
う
化
学
反
応
で
す
が
、活
性
酸
素
は
そ

の
酸
化
に
よ
って
肌
の
細
胞
を
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
し
た

り
、肌
を
支
え
る
コラ
ー
ゲ
ン
を
劣
化
さ
せ
て
皮
ふ

　

こ
う
し
た
従
来
の
抗
酸
化
物
質
の
数
百
倍
と

い
う
け
た
違
い
の
力
で
活
性
酸
素
を
除
去
す
る

の
が
、「
活
性
水
素
」で
す
。宇
宙
で
最
小
の
物
質

で
あ
る
水
素
は
、ほ
か
の
抗
酸
化
物
質
が
入
れ
な

い
皮
ふ
の
奥
ま
で
入
って
ゆ
き
、大
切
な
コ
ラ
ー
ゲ

ン
や
皮
ふ
細
胞
が
酸
化
さ
れ
る
の
を
食
い
止
め
、

皮
ふ
を
根
本
か
ら
若
返
ら
せ
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
活
性
水
素
は
、皮
ふ
細
胞
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
作
り
を
活
発
に
し
、細
胞
の
代
謝
を
高
め
る

作
用
も
持
って
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
って
新
し
い
細

胞
の
誕
生
を
う
な
が
し
た
り
、老
廃
物
の
排
出
が

促
進
さ
れ
、紫
外
線
で
発
生
し
た
メ
ラ
ニン
色
素

を
肌
か
ら
除
去
す
る
作
用
も
期
待
で
き
ま
す
。

水
素
石
け
ん
は
こ
の
活
性
水
素
を
大
量
に
含
ん

だ
石
け
ん
で
す
。

　

水
素
石
け
ん
に
は
大
き
な
特
長
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
泡
立
ち
で
す
。き
め
細
か
く
、綿
菓
子
の

よ
う
な
も
ち
も
ち
の
泡
が
大
量
に
発
生
す
る
の

で
す
。水
素
石
け
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス

直
輸
入
の
最
高
級
素
地
は
、驚
異
の
泡
立
ち
で

活
性
水
素
を
き
め
細
く
肌
に
提
供
。汚
れ
を
強

力
に
吸
い
取
る
力
を
持
っ
て
お
り
、肌
を
見
違
え

る
ほ
ど
き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

の
弾
力
を
失
わ
せ
、「
シ
ワ
」や「
た
る
み
」を
引
き

起
こ
し
ま
す
。さ
ら
に
、活
性
酸
素
は
肌
の
細
胞

を
傷
つ
け
る
こ
と
で
、新
し
い
細
胞
が
生
ま
れ
る

力
を
衰
え
さ
せ
た
り
、シ
ミ
の
原
因
で
あ
る
メ
ラ
ニ

肌
の
衰
え
は

「
活
性
酸
素
」が
犯
人
だ
っ
た

抗
酸
化
物
質
と
は

け
た
違
い
の
力
で

活
性
酸
素
を
退
治

ン
色
素
を
体
の
外
に
排
出
す
る
代
謝
力
を
低
下

さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
肌
に
さ
ま
ざ
ま
な
害
を
及
ぼ
す
活
性
酸

素
を
退
治
す
る
作
用
を「
抗
酸
化
」と
い
い
ま

す
。そ
し
て
、活
性
酸
素
を
退
治
す
る
物
質
を

「
抗
酸
化
物
質
」と
いって
、コエン
ザ
イ
ム
Ｑ
10
や

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、ポ
リ
フェノ
ー
ル
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
抗
酸
化
物
質
は
多
く
の
美

容
製
品
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、退
治
す
る
力

が
さ
ほ
ど
で
は
な
い
こ
と
や
、肌
に
は
外
部
の
物
質

を
通
さ
な
い
バ
リ
ア
が
あ
って
抗
酸
化
物
質
は
中

ま
で
入
り
込
め
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、そ
の
効
果

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

第1章 これが水素石けんの
秘密
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くるくる回すように顔
全体に泡をつけます

泡立ちが細かくクリー
ミーで、まるで綿菓子
のようです

次は鼻の頭をこすりま
す

外側に向けてこすりま
しょう

あごにもつけましょう

あっと驚くほどたっぷ
りの泡が出ました

小鼻のまわりを上下
にこすりましょう

おでこは内側から

次は鼻に泡をつけま
す

ぬるま湯かお湯で濡ら
したせっけんをネットに
こすりつけます。泡立
ちが悪ければ、少しぬ
るま湯たらしましょう

最初は鼻。汚れがた
まる小鼻のまわりを中
指でこすります

次におでこをこすりま
す

泡を手にとって顔に
乗せ、Ｔゾーン（おでこ
と鼻の線）につけま
す。まずおでこから

まず水素せっけんとネ
ットを用意します

まずは脂の多いＴゾー
ンから

こちらも上下にこすり
ましょう

4

4

4

8

3

3

3

7

2

2

2

6

1

1

1

5

そして泡を顔に

まず泡を立てます

ソフトにこすりましょう

水素石けんには大量の活性水素が含まれて
います。その美肌、美白効果には目を見張るも
のがあります。では、どんなふうに使うと効果があ
るのか。その正しい使い方を、カリスマ・エスティ
シャンの渡辺裕美さんがお教えします。モデル
はタレントの水野まいさんです。

第1章 カリスマ・エステシャンが教える
水素石けんの使い方

56



お急ぎのときでも、顔を洗う間に
手に泡を乗せておくだけでパッ
ク効果が得られます

首の下を鎖骨に向けて上から
下にこすることで鎖骨リンパの
マッサージ効果も得られます。

鼻の外側あたりからこすります

そこから下に向けて回すようにこ
すります。

３分ほど置けば、ディープ・クレン
ジング効果を得ることができます

左側は右手で、右側は左手でこ
すります。

パックの後に洗顔すれば一石
二鳥です

くぼみの中もよく洗いましょう

指はそらないように。ほおを包む
ように密着させます

さらに外側に向けて

終わったら、ぬるま湯で流してお
しまいです

泡を使って手もパックしましょう

首は洗浄不足になりがちで、た
るみができやすいパート。しっかり
とこすりましょう

時間があるときは泡を思い切り
たっぷり作って、「顔パック」をしま
しょう。３〜５分ほど放置すれば、
「ディープ・クレンジング効果」が
得られます

次はあご。回すような感じでこす
ります

次はほおです。指を4本使ってこ
すります

上下にこすりましょう

3

3

3

6

2

2

2 2

2

5

7

1

1

1 1

1

4

手もパックします

首も清潔にしましょう

顔パックをしましょう あごを洗います

ほおは回すように

第1章 カリスマ・エステシャンが教える
水素石けんの使い方
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水素石けんの洗顔効果がどの程度あるの
かを実験してみました。まず女性6人の顔半
分に水素石けんの泡をたっぷりつけ、セルフ
マッサージをしてもらったうえで2、3分放置。
その後石けんを洗い流し、左右の顔にどれく
らい変化があったかを見てみました。そうした
ら、肌つるはもちろんのこと、なんとリフトアップ
効果も表れ、顔の左右がまるで別人のよう
になった人もいました。

6
人
の
モ
ニ
タ
ー
で

リ
フ
ト
ア
ッ
プ
、小
顔
、

肌
つ
る
効
果
を
実
験
！

インディバハウス
東京都港区麻布十番３-３-１０
安藤ビル３Ｆ（完全予約制）
０３-３４５２-００１０

渡辺裕美
エステサロン「インディバハウス」
オーナー・エステシャン。

ニューヨークの美容学校を卒業
後、都内有名サロンで施術するか
たわら、インディバ（高周波温熱機
器）と整体を併せ活かしたオリジナ
ル施術法を開発。ココロとカラダを
健康にする独自のエステが評判。

いかがでしたか？水素石けんの特徴を上手にいかした洗い方が
お分かりいただけましたか？水素石けんの使い方を細かくレッスンし
ましたが、朝など忙しいときはご自分で簡略化してお使いください。
夜の入浴時などにしっかり試していただければ、かなりの効果が
期待できると思いますよ。（渡辺裕美）

肌
が
明
ら
か
に
白
く
な
り
、

張
り
と
み
ず
み
ず
し
さ
で
つ
る
つ
る
で
す

アフター

耳下腺リンパのマッサージ効果
も得られます

泡のついた指で耳をはさんで上
下にこすります

耳周りを洗います。とくに汚れて
いる耳の裏側をきれいにしましょ
う

3 2 1

耳の周りもきれいに

カリスマ・エステシャンが教える
水素石けんの使い方
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umiさん

24歳（OL）
西尾倫子さん

31歳（飲食業）
水越ひろこさん

40歳（飲食業）
神山恵子さん

34歳（主婦）

明らかに顔の左半分
が締まっています。目じ
りがきゅっと上がって、
目の周辺の肌に張り
が出てきたのが分かり
ます。口角まで上がっ
た感じで、肌の引き締
め効果は明らか。「お
肌がしっとりして、笑う
と、頬がきゅっと上がる
のを感じます。まぶたも
すっきりして、目が開け
やすい感じ。血流がよ
くなったのか、お肌がぽ
かぽかしています」と笑
顔です。

洗った左半分が驚くほ
どしまって、小顔になっ
ています。肌の張りも
増して、フェイスライン
がシャープになりまし
た。まぶたもすっきりし
て、目じりも思い切り上
がっています。「肌がさ
っぱり、すべすべで、張
りが出たのが分かりま
す。目元もすっきりして、
目尻がきゅっと上がる
感じ。これからもずっと
水素石けんを使い続
けたいですね」と西尾さ
ん。

見違えるほど右半分
の肌にはりが戻って、
血色が増し、つやも出
てきました。とくに目立
つのは目の周辺。まぶ
たがすっきりとして、くま
が完全になくなったの
も驚きです。「石けんを
使った後にありがちな
つっぱり感もなく、つる
つるしっとりで心地よい
ですね」と水越さん。

「お肌に弾力が出てき
て、心なしか目がぱっち
りしてきたような気がし
ます」

水素せっけんを使った
左半分のフェイスライ
ンが明らかにシャープさ
を増し、左右の顔の大
きさが違って見えるほど
です。引き締め効果
で、肌に張りが出たの
です。「お肌がみずみず
しくなって、張りも感じま
す。まぶたが上に上
がったようで、視界が
明るくなった気もしま
す。お肌の代謝が活
発になったのか。頬も
暖かく感じますね」と
にっこり。

テストを受けてくれた女
性の中では一番年少
のumiさん。若さゆえ肌
の悩みはさほどではな
いものの、「水素石け
んははじめですが、お
肌につやが出るといい
な」と期待満々。

水素石けんの愛用者
だという西尾さん。とこ
ろが最近海外に行っ
たときには、「ほかの石
けんを使って、以前悩
んでいたぶつぶつが
再発してしまったんで
す」と反省しきりです。

「同年代に比べると若
く見られます」とおっしゃ
る水越さんですが、「さ
すがに若い頃のように
は…」というように少々
肌が疲れ気味で、たる
みや目の周辺にはくま
も認められます。

「最近お肌が気になっ
ています。笑ったりして
顔の筋肉を動かすと、
以前は感じなかったツ
ッパリ感があるんです。
表面もかさかさで、垂れ
下がった感じ」と心配
顔の神山さん。

頬がキュッと上がった感じ左半分が驚くほど小顔に目のくまが消えちゃいました 引き締め効果で肌に張りが

顔半分（左）を洗顔
umiさんは顔の左半分
を水素石けんで洗顔し
ました。泡をつけた後、
少し時間を置くのが秘
訣。始めて経験する水
素石けんに「泡立ちが
すごいんですね！」と感
激した様子です。

顔半分（左）を洗顔
西尾さんも洗うのは顔
の左半分。水素石け
んの愛用者だけあって

「少しこするだけでたっ
ぷりと泡が出るので、
減らなくてお得なんで
すよね」とその経済性
をよくご存知です。

顔半分（右）を洗顔
水越さんの場合は顔
の右半分を水素石け
んで洗顔しました。きめ
の細かい泡を顔に塗ら
れながら、「ボディシャン
プーのようなぬるぬるさ
がないのが感じいいで
すね」と感心。

顔半分（左）を洗顔
神山さんも洗顔するの
は、顔の左半分。水素
石けん特有の大きくた
っぷりの泡に「泡が綿
のようにふわふわなう
えに、なかなか消えない
のに驚きました」とびっ
くり。

BEFOREBEFOREBEFORE BEFORE

AFTERAFTERAFTER AFTER

134 2 実験実験実験 実験

第1章 6人のモニターでリフトアップ、小顔、
肌つる効果を実験！
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わずか数分の洗顔でこれだけの変化が起こったのです

水素石けんの愛用者に
体験談を聞きました

　去年の秋から水素石けんを使っています。
　泡立てネットを使うと、驚くほど泡が出るのに
まずびっくり。これだけきめが細かく、もちもちの泡
ははじめてです。
　使ってすぐに感じたのは、洗顔後にありが
ちな突っ張りがなく、毛穴が引きしまる感じで
す。さらに使いはじめてしばらくすると、肌のきめ
が整ってきて、くすみも取れ、白さが増してきた
のに気づきました。何よりもうれしいのは、張り、
つや、なめらかさが出てきたことかしら。
　水素石けんを使った裏技もひとつ開発しま
したよ。それは「セルフ・バスエステ」です。クリー
ミーな泡を使って、お風呂でボディマッサージ
やリンパマッサージをするんです。疲れも取れ
るし、老廃物の排せつが進むことで若返りに
つながると思いますよ。
　わたし、毎年冬になると足に乾燥性の湿
疹ができていたのですが、水素石けんのおか
げで肌が乾燥しなくなってうるおいが戻りまし
た。

　水素石けんを使いはじめたのは去年の夏
くらいからです。
　手でこすってみると、ネットを使わないのにあ
んまりたくさん泡が出るので、「減らなくてお得
だな」って感じました。使ってみると、それまでの
石けんに比べてつっぱり感もなく、さっぱりさわ
やかな感じで、悩みだった脂っぽさも取れて
にっこりです。
　さらに使うにつれて、お肌が柔らかくなって
きたのも感じました。気になっていたかゆみも消
えて、お肌の悩みが完全になくなりましたね。引
き締め効果もあるのか、寝不足でもお肌がた
るまなくなって、いつも張りを保ってくれていま
す。透明感も出たし、色も少し白くなった感じ
ですね。
　そうそう、一度浮気してほかの石けんを使っ
てみたんですが、さっそくニキビができちゃって、
あわてて水素石けんに戻しました（笑）。これか
らもずっと水素石けんを使い続けたいと思っ
ています。

竹田真由美さん（44歳）主婦 深野麻衣さん（２５歳）飲食業

「
肌
に
張
り
、つ
や
、

  

な
め
ら
か
さ
が
出
て

  

驚
き
ま
し
た
」

「
肌
に
張
り
と
透
明
感
が

  

出
て
き
ま
し
た
」

第1章 6人のモニターでリフトアップ、小顔、
肌つる効果を実験！

井上由郁子さん

25歳（ＯＬ）
高橋晴美さん

47歳（主婦）

明らかに顔の左半分
がしまり、リフトアップし
ているのが分かりま
す。色も白くなり、張りと
みずみずしさが出てきま
した。「よくある洗顔後
のぱりぱり感もなく、い
い意味でのつっぱり感
を感じます」と井上さん。

「肌に弾力が出て、柔
らかくなってきたのを感
じます。言葉で表現す
ると、『ぽにょぽにょ』っ
て感じかな」（笑）

水素石けんで洗った
左半分の肌がしまっ
て、たるみも取れまし
た。かなり透明感も出
てきた感じです。頬に
張りが戻って、気にな
っていたほうれい線も
見えなくなりました。「左
半分のお肌がもちもち
してきたのを感じます。
しっとりとして目の周り
もすっきりした感じです
ね」と高橋さん。「家に
帰ったら、すぐに右半
分も水素石けんで洗
いたいです（笑）」

最近忙しさのせいか肌
が疲れ気味という井上
さん。たしかにまぶた周
りがたるんで、目の下に
はくまも。「はじめて水
素石けんを使います
が、効果があるといい
な」と期待大。

年齢の割にはお若く
見える高橋さんです
が、心なしか肌がたる
み気味で、色もくすん
でいます。目元の疲れ
や年齢の証となるほう
れい線が目立ち始めた
のも気になるところで
す。

肌がぽにょぽにょになったたるみが取れ肌に透明感が

顔半分（左）を洗顔
井上さんも顔の左半
分を洗顔します。顔半
分に塗られてゆく綿の
ような白い泡に「泡立
ちがすごくいいですね。
いかにも効果ありそう
な感じ」と期待をますま
す膨らませます。

顔半分（左）を洗顔
水素石けんの効果が
分かるように顔の左半
分だけを洗ってみまし
た。まるで綿菓子のよう
な泡に「泡立ちがすご
く細かくクリーミーです
ね」と高橋さんも驚い
た様子です。

BEFOREBEFORE

AFTERAFTER

56 実験実験
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水
素
石
け
ん
で

肌
つ
る
、リ
フ
ト
アッ
プ

す
る
理
由

第
２
章

　

いつ
ま
で
も
若
々
し
く
い
た
い
女
性
に
と
って
大

き
な
悩
み
で
あ
る
肌
の
衰
え
。で
は
、そ
の
原
因
で

あ
る
活
性
酸
素
は
いっ
た
い
ど

の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
肌
に
害

を
及
ぼ
す
の
で
し
ょ
う
か
？

　

皮
ふ
の
奥
底
で
は
日
夜
新
し

い
細
胞
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

新
し
く
生
ま
れ
た
細
胞
は
そ

の
上
の
細
胞
を
押
し
上
げ
、さ

ら
に
そ
の
上
の
細
胞
が
そ
の
上

の
細
胞
を
押
し
上
げ
、最
後
に

一
番
古
い
表
面
の
細
胞
が
は
が

れ
落
ち
る
と
い
う
ふ
う
に
し
て
、

肌
の
表
面
は
常
に
新
し
い
細
胞

に
入
れ
替
わって
い
ま
す
。肌
は
こ
う
し
て
28
日
周

期
で
新
し
い
細
胞
に
入
れ
替
わ
る
こ
と
で
、み
ず

み
ず
し
さ
を
保
って
い
る
の
で
す
。

　
一
方
、さ
ま
ざ
ま
な
原
因（
P
24
〜
25
の
表
参

照
）に
よって
体
内
に
発
生
し
た
活
性
酸
素
は
肌

細
胞
の
細
胞
膜
を
酸
化
し
て
、有
害
な「
過
酸

化
脂
質
」に
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。こ
の
過
酸
化

脂
質
は
い
わ
ば
腐
っ
た
脂
で
、肌
の
老
化
の
最
大

原
因
と
い
わ
れ
る
物
質
で
す
。細
胞
膜
が
こ
の
有

害
脂
質
に
変
わ
る
と
、栄
養
や
老
廃
物
が
細
胞

膜
を
通
過
で
き
ず
、細
胞
の
活
動
が
衰
え
て
し
ま

い
ま
す
。結
果
、新
し
い
細
胞
を
作
る
力
が
衰
え
、

肌
が
み
ず
み
ず
し
さ
を
保
て
な
く
な
って
し
ま
う

の
で
す
。

シ
ワ
、た
る
み
は

活
性
酸
素
に
よ
る「
老
化
現
象
」

なぜ肌は年齢とともに
衰えてゆくのか
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体内で活性酸素が
発生する原因

感染症

保存料

残留農薬

煤煙

紫外線

電磁波

ショック

アルコール

過労

炎症

食品添加物

医薬品

化学物質

排気ガス

放射線

ストレス

タバコ

肥満

激しい運動

血液再潅流

紫外線は皮ふ内の酸素と反応して活性酸素を発生させる

コラーゲンを活性酸素が傷つけ、
シワやタルミを引き起こす

　

活
性
酸
素
は
酸
素
が
電
子
e－

を
失
っ
て
、不

安
定
化
し
た
も
の
で
す
。電
子
が
足
り
な
く
な
っ

た
活
性
酸
素
は
、電
子
を
他
の
物
質
か
ら
奪
い

取
って
安
定
し
よ
う
と
す
る
力
が
強
ま
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、他
の
物
質
か
ら
電
子
を
奪
い
取
る

「
酸
化
」と
呼
ば
れ
る
反
応
に
よ
って
細
胞
を
傷

つ
け
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

代
表
的
な
活
性
酸
素
と
し
て
は
、「
ス
ー
パ
ー

オ
キ
サ
イ
ド
ラ
ジ
カル（
Ｏ２

－

）」、「
過
酸
化
水
素（
Ｈ

Ｏ
Ｏ
Ｈ
）」、「
ヒ
ド
ロ
キ
シル
ラ
ジ
カ
ル（
Ｈ
Ｏ・
）」、「
一

重
項
酸
素（

１Ｏ２

）」な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、な
か
で
も

「
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ル
ラ
ジ
カ
ル
」は
酸
化
力
が
も
っ
と
も

強
く
、酸
素
の
数
千
倍
と
い
わ
れ
る
強
力
な
力

で
細
胞
の
電
子
を
奪
い
取
って
酸
化
、細
胞
を
傷

付
け
て
し
ま
う
凶
悪
な
活
性
酸
素
で
す
。

最
凶
の
活
性
酸
素

「
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ル
ラ
ジ
カ
ル
」

　
「
コラ
ー
ゲ
ン
」や「
繊
維
エ
ラ
ス
チ
ン
」な
ど
の
タ

ンパク
質
は
、肌
を
支
え
る
大
切
な
素
肌
成
分
で

す
。と
こ
ろ
が
、活
性
酸
素
は
こ
れ
ら
の
タ
ン
パク

質
を
酸
化
し
て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
、弾
力
や
張
り
を
失
っ
た
タ
ンパク
質
は
肌

を
支
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
って
、シ
ワ
や
た
る

み
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

肌
の
天
敵
が
も
う
ひ
と
つ
あ
り
ま
す
。太
陽
光

に
含
ま
れ
る「
紫
外
線
」で
す
。紫
外
線
は
皮
ふ

内
の
酸
素
と
反
応
し
て
活
性
酸
素
を
発
生
さ
せ

る
こ
と
で
肌
細
胞
を
傷
つ
け
、シ
ワ
や
た
る
み
な
ど

の「
光
老
化
」を
引
き
起
こ
し
ま
す
。一
方
、こ
う

し
た
紫
外
線
の
害
に
対
し
て
、皮
ふ
は
メ
ラ
ノ
サ
イ

ト
と
い
う
細
胞
か
ら
黒
色
の「
メ
ラ
ニン
色
素
」を

生
成
す
る
こ
と
で
細
胞
を
守
ろ
う
と
し
ま
す
。こ

う
し
て
生
成
さ
れ
た
メ
ラ
ニン
色
素
は
、若
い
う
ち

は
時
間
と
と
も
に
代
謝
に
よ
って
皮
ふ
か
ら
運
び

紫
外
線
に
よ
る「
光
老
化
」も

シ
ミ
、た
る
み
の
原
因

去
ら
れ
、肌
は
再
び
白
さ
を
取
り
戻
し
ま
す
が
、

加
齢
や
活
性
酸
素
の
影
響
に
よ
って
細
胞
の
生

命
活
動
が
衰
え
る
と
、メ
ラ
ニン
色
素
を
運
び
去

る
力
が
低
下
。そ
の
結
果
、排
除
し
切
れ
な
かっ
た

メ
ラ
ニン
色
素
が
皮
膚
内
に
残
る
こ
と
で「
シ
ミ
」

と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。メ
ラ
ニン
色
素
は
皮
ふ

の
奥
そ
こ
に
で
き
る
た
め
除
去
し
づ
ら
く
、いつ
ま

で
も
肌
の
中
に
残
って
し
ま
い
ま
す
。

皮ふの底では日夜新しい細胞が誕生。
肌は28日周期で新しい細胞に入れ替わる

第2章 なぜ肌は年齢とともに
衰えてゆくのか
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活性水素は電子（e－）を使って抗酸化物質の数百倍の力で
活性酸素を還元する

水素の持つ電子はひとつ（e－）。
一方、活性水素は2つの電子（２e－）を持つ

　

シ
ミ
、シ
ワ
、た
る
み
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、肌
を

衰
え
さ
せ
る
最
大
の
原
因
で
あ
る
活
性
酸
素
。

こ
の
活
性
酸
素
を
退
治
す
る
救
世
主
的
存
在
が

「
活
性
水
素
」で
す
。

　

宇
宙
で
最
初
に
で
き
た
元
素
と
い
わ
れ
る
水
素

（
Ｈ
）は
も
っ
と
も
小
さ
く（
１０
分
の
１
ナ
ノ
メ
ー
ト

ル

：

1
0
0
億
分
の
１
m
）、数
の
多
い
元
素
で
、

人
体
も
そ
の
3
分
の
2
が
水
素
で
で
き
て
い
ま

す
。

　

電
気
的
にマ
イ
ナ
ス
を
帯
び
た
電
子（
e－

）を

1
個
持
つ
水
素
は
、プ
ラ
ス
を
帯
び
た
活
性
酸
素

　

活
性
酸
素
を
退
治
し
て
く
れ
る
物
質
を「
抗

酸
化
物
質
」と
呼
び
、ポ
リ
フェノ
ー
ル
、コエン
ザ
イ

ム
Ｑ
10
、カ
ル
タ
チ
オ
ン
、ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、

（
O
H・
）と
化
合
し
て
水（
H２

O
）に
変
わ
る
と
い

う「
還
元
力
」（
酸
化
力
を
中
和
す
る
力
）を
持
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
が
酸
素
の
害
を
和
ら
げ
る「
抗

酸
化
」と
い
わ
れ
る
作
用
で
す
。

　
一
方
、こ
の
水
素
よ
り
さ
ら
に
強
力
に
活
性
酸

素
を
還
元
す
る
の
が
活
性
水
素（
H－

）で
す
。活

性
水
素
は
水
素
よ
り
さ
ら
に
1
個
多
い
2
つ
の

電
子（
２
e－

）を
持
っ
て
い
て
、そ
の
分
マ
イ
ナ
ス
度

が
強
く
な
って
お
り
、活
性
酸
素
を
還
元
す
る
働

き
が
非
常
に
優
れ
て
い
る
の
で
す
。

カ
テ
キ
ン
、β
カ
ロ
チ
ン
、ア
ス
タ
キ
サ
ン
チ
ン
な
ど
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、肌
に
よ
い
と
聞
い

て
こ
れ
ら
の
抗
酸
化
物
質
を
試
し
た
も
の
の「
期

活
性
水
素
に
は
水
素
を

は
る
か
に
し
の
ぐ
還
元
力
が
あ
る

他
の
抗
酸
化
物
質
に
比
べ
る
と

還
元
力
は
数
百
倍

待
ど
お
り
の
効
果
が
得
ら
れ
な
く
て
」と
がっか
り

さ
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
う
、

抗
酸
化
物
質
の
還
元
力
は
、じ
つ
は
そ
れ
ほ
ど
強

力
で
は
な
い
の
で
す
。

　

そ
こ
で
頼
り
に
な
る
の
が
活
性
水
素
で
す
。活

性
水
素
は
、こ
れ
ま
で
の
抗
酸
化
物
質
の
数
百

倍
と
い
う
け
た
違
い
の
力
で
活
性
酸
素
を
退
治

す
る
画
期
的
新
発
見
で
す
。そ
の
還
元
力
が
ど

の
く
ら
い
優
れ
て
い
る
か
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　

多
く
の
原
子
の
集
ま
り
で
あ
る
抗
酸
化
物

質
は
、当
然
の
よ
う
に
そ
の
質
量
も
重
く
な
っ

て
お
り
、た
と
え
ば
コエン
ザ
イ
ム
Ｑ
10
の
そ
れ
は

8
6
3
で
す
。し
か
し
、抗
酸
化
物
質
は
大
き
な

質
量
の
わ
り
に
は
持
って
い
る
電
子
の
数
は
わ
ず

か
に
1
個
。こ
れ
で
は
活
性
酸
素
を
還
元
す
る
力

は
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
方
、活
性
水
素
の
質
量
は
わ
ず
か
に
１
で
、

ほ
か
の
抗
酸
化
物
質
と
比
べ
る
と
数
百
分
の
一

と
格
段
に
軽
い
た
め
、同
じ
質
量
な
ら
け
た
違
い

の
数
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

質
量
の
差
か
ら
計
算
し
た
活
性
水
素
の
還

元
力
は
、コエン
ザ
イ
ム
Ｑ
10
の
8
6
3
倍
、ポ
リ

フェノ
ー
ルの
2
2
1
倍
、カ
テ
キ
ン
の
2
9
0
倍
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
1
7
6
倍
に
も
な
る
こ
と
か
ら
も
、

そ
の
還
元
力
の
す
ご
さ
が
わ
か
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、活
性
水
素
は
原
子
1
つ
当
た
り
2
つ

の
電
子
を
持
って
い
ま
す
か
ら
、電
子
の
数
も
格

段
に
多
く
、そ
の
抗
酸
化
力
は
比
較
に
な
ら
な
い

ほ
ど
の
大
き
さ
で
す
。

　

ち
な
み
に
、普
通
の
抗
酸
化
物
質
は
ス
ー
パ
ー

オ
キ
サ
イ
ド
ラ
ジ
カ
ル
、過
酸
化
水
素
、一
重
項
酸

素
な
ど
の
活
性
酸
素
は
退
治
で
き
る
も
の
の
、

も
っ
と
も
凶
悪
な
ヒ
ド
ロ
キ
シルラ
ジ
カ
ルへの
還
元

力
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。一
方
、活
性
水
素
は
、ヒ

ド
ロ
キ
シルラ
ジ
カ
ル
だ
け
を
選
ん
で
強
力
に
退
治

し
て
く
れ
る
と
い
う
優
れ
た
長
所
も
持
って
い
る

の
で
す
。

第2章 活性水素の驚くべき
還元作用
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細胞のエネルギー作りを活発化し、メラニン色素を排せつして
シミを取り除く

ナノサイズの活性水素は簡単に細胞膜を
通過、細胞内の酸化物質を還元する

毛孔から皮ふの奥に入り込み、皮ふ細胞や
コラーゲンを酸化させている活性酸素を退治

　

活
性
水
素
は
人
間
の
生
命
活
動
に
と
って
大

切
な
働
き
も
担
って
い
ま
す
。人
間
は
体
内
で
さ

ま
ざ
ま
な
化
学
反
応
を
行
う
こ
と
で
生
き
て
い

ら
れ
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
化
学
反
応
は「
酵
素
」と

い
う
触
媒
の
助
け
が
な
け
れ
ば
起
こ
り
ま
せ
ん
。

　

た
と
え
ば
人
間
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
け
れ
ば
生

き
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、体
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

作
る
作
業
も
細
胞
が
糖
な
ど
の
栄
養
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
る
化
学
反
応
で
、酵
素
の
助
け
が
必

要
で
す
。こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
り
の
化
学
反
応
を

手
助
け
す
る
た
め
に
酵
素
が
必
要
と
し
て
い
る
の

が「
電
子
」で
す
。そ
し
て
、そ
の
電
子
を
酵
素
に

供
給
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
活
性
水
素
の
生
み

出
す「
水
素
イ
オ
ン
」な
の
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、細
胞
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
り
を
活
発
に

す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
う
、活
性
水
素
に
よ
って
大
量
の
水
素
イ
オ

ン
を
供
給
す
る
こ
と
で
、た
く
さ
ん
の
電
子
を
酵

素
に
与
え
て
や
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す
。そ
う
す
れ
ば

　

活
性
水
素
の
す
ば
ら
し
い
点
は
ま
だ
ま
だ
あ

り
ま
す
。

　

普
通
の
抗
酸
化
物
質
は
い
ず
れ
も
サ
イ
ズ
が

大
き
い
た
め
、体
の
中
で
入
っ
て
ゆ
け
る
場
所
が

限
ら
れ
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
細
胞
は
限
ら
れ
た

物
質
し
か
通
過
で
き
な
い「
細
胞
膜
」に
包
ま
れ

て
い
て
、サ
イ
ズ
の
大
き
い
抗
酸
化
物
質
は
入
って

い
け
ま
せ
ん
。一
方
、宇
宙
最
小
の
物
質
で
ナ
ノ
サ

活
性
酸
素
を

退
治
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
を
促
進

抗
酸
化
物
質
の
入
れ
な
い

細
胞
膜
を
通
過
す
る

イ
ズ
以
下
の
活
性
水
素
は
簡
単
に
細
胞
膜
を
通

過
し
て
、細
胞
内
の
活
性
酸
素
を
退
治
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。さ
ら
に
、微
小
な
活
性
水
素
は

毛
孔
の
奥
深
く
ま
で
浸
透
し
て
ほ
か
の
抗
酸
化

物
質
の
入
れ
な
い
皮
ふ
の
奥
に
も
入
り
込
み
、皮

ふ
細
胞
や
コラ
ー
ゲ
ン
が
活
性
酸
素
で
酸
化
さ
れ

る
の
を
い
止
め
て
く
れ
ま
す
。

　

活
性
水
素
は
安
全
面
で
も
優
れ
て
い
ま
す
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、抗
酸
化
物
質
は

酸
素
を
還
元
す
る
と
、自
ら
は
電
子
を
取
ら
れ

て
酸
化
物
質
に
変
わ
って
し
ま
い
、今
度
は
細
胞

を
酸
化
す
る
側
に
回
って
し
ま
い
ま
す
。一
方
、活

性
水
素
は
活
性
酸
素
を
還
元
し
た
後
は
酸
素

と
結
合
し
て
無
害
な
水
に
な
る
の
で
、細
胞
に
被

害
を
及
ぼ
し
ま
せ
ん
。

細
胞
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
り
が
活
発
に
な
って
、老
廃

物
の
排
せ
つ
や
肌
の
若
返
り
を
助
け
て
く
れ
る
と

い
う
メ
カニズ
ム
が
期
待
で
き
る
の
で
す
。

第2章 水素はどこにでも入ってゆき、
細胞を活性化する
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5分後あたりから急
速な数値の低下は
止まったが、なおも
下がり続けて10分
後 には－87mvと
いう数値に

30分後には－131
mvを計測したが、
なおも数値はゆる
やかに下がり続け
ている

1時間後にはこの
日最高の－140mv
を計測。その後はじ
ょじょに数値が上が
り始めたが、16時
間後でも－56mv
を記録し、還元力
の持続性の強さが
確認された

水素サンゴパウダ
ーを中さじ1杯くら
い入れてよくかき混
ぜると、酸化還元
電位の数値がみ
るみる下がってゆ
き、2分後には－25
ｍvに。驚くほど還
元力が強い

水道水を入れた直
後の酸化還元電
位は＋609mv（ミ
リボルト）と非常に
酸性度が強い。ち
なみに市販の天然
水は＋50〜＋60
mvくらい

還元電位3還元電位4還元電位5 還元電位2 還元電位1

水素サンゴパウダーによる水道水の酸化還元電位測定結果原料組成：サンゴパウダー
100％
還元電位測定：酸化還元
電位＋609mvの水道水
に投入した後の酸化還元
電位（ORP）の変化は、10
分後－87mv、1時間後－
140mv、その後16時間後
まで－56mvを維持し、長
時間の水素イオンの放出
が確認された。
水素イオン濃度：pH9.9

　

こ
の
水
素
サ
ン
ゴパウ
ダ
ー
に
石
け
ん
生
地
を

混
ぜ
て
作
っ
た
の
が
水
素
石
け
ん
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
石
け
ん
に
パウ
ダ
ー
を
含
ま
せ
ら
れ
る

の
は
１
％
以
下
が
限
界
で
、そ
れ
以
上
は
難
し
い

と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、水
素
石
け
ん

は
、特
殊
製
法
に
よ
って
水
素
サ
ン
ゴパウ
ダ
ー
を

従
来
の
限
界
を
超
え
て
石
け
ん
に
含
ま
せ
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よって
肌
に
大
量
の
活

性
水
素
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、肌

を
傷
つ
け
る
活
性
酸
素
を
退
治
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

活
性
酸
素
を
退
治
す
る
活
性
水
素
を
実
用

化
し
た
画
期
的
新
製
品
が「
水
素
サ
ン
ゴ
パ
ウ

ダ
ー
」（
正
式
名

：

水
素
焼
成
サ
ン
ゴ
カ
ルシ
ウ
ム
）

で
す
。

　

水
素
サ
ン
ゴパ
ウ
ダ
ー
の
成
分
で
あ
る
サ
ン
ゴ

は
、孔
の
多
い
多
孔
質
と
い
わ
れ
る
構
造
を
持

ち
、非
常
に
吸
着
力
が
強
い
性
質
を
有
し
て
い
ま

す
。こ
の
サ
ン
ゴに
、特
殊
な
製
法
で
活
性
水
素
を

大
量
に
吸
着
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
す
。

　

活
性
水
素
を
大
量
に
含
ん
だ
水
素
サ
ン
ゴパウ

ダ
ー
は
、水
分
に
触
れ
る
こ
と
で
大
量
の
活
性
水

素
を
発
生
し
ま
す
。発
生
し
た
活
性
水
素
は
、

酸
素
の
少
な
い
環
境
で
は
長
時
間
に
わ
たって
持

続
し
続
け
る
性
質
を
持
って
い
て
、普
通
の
抗
酸

化
物
質
や
水
素
水
が
1
時
間
も
も
た
な
い
と
こ

ろ
を
8
〜
12
時
間
も
持
続
す
る
の
で
す
。

　

下
の
表
は
計
16
時
間
に
及
ぶ
水
素
サ
ン
ゴパウ

ダ
ー
の
還
元
力
の
推
移
で
す
。そ
の
還
元
力
が
い

か
に
す
ご
い
も
の
か
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。

特
殊
製
法
に
よ
り

「
水
素
石
け
ん
」が
誕
生

見
る
見
る
う
ち
に
還
元
し
、

そ
れ
が
長
時
間
続
く

　

ま
た
、水
素
サ
ン
ゴパウ
ダ
ー
は
そ
の
多
孔
質

構
造
の
中
に
汚
れ
を
吸
い
取
る
力
が
非
常
に
強

く
、角
質
な
ど
の
肌
の
汚
れ
を
強
力
に
吸
い
取
る

力
を
持
って
い
ま
す
。最
近
は
加
齢
臭
を
気
に
す

る
中
高
年
が
増
え
て
い
ま
す
が
、そ
の
正
体
は
、

毛
穴
の
皮
脂
腺
で
分
泌
さ
れ
る「
パル
ミ
ト
オ
レ
イ

ン
酸
」が
活
性
酸
素
に
よ
って
酸
化
さ
れ
た
も
の

で
す
。水
素
石
け
ん
は
肌
の
活
性
酸
素
を
強
力

に
除
去
す
る
こ
と
で
、こ
の
パル
ミ
ト
オ
レ
イ
ン
酸
の

酸
化
を
防
止
、不
快
な
加
齢
臭
の
発
生
を
抑
え

て
く
れ
る
の
で
す
。

600mv

500mv

400mv

300mv

200mv

100mv

0

-50mv

-100mv

-150mv

※+609開始

30分後
-131

1時間後
-140

16時間後
-56

25分後
-124

20分後
-114

15分後
-101

10分後
-87

5分後
-74

2分後
-25

3分後
-35

水素焼成サンゴパウダー

市販天然水（+50～+60mv）

第2章 「水素サンゴパウダー」の
還元力を実験しました
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